
題
に
つ
い
て
政
府
、
会
計
検
査
院
並
び
に
協
会
当
局
に
質
疑
を
行
い
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
本
件
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
こ
れ
を
是
認
す
べ

き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
建
設
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
六
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出

提
　
出

月
　
日

本
院
に
受
領

又
は
（
衆
）
へ

送
付
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

2
１

　

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

五
七
、
二
、
九

　
五
七
、
三
、
二
六

受
　
　
　
領

五
七
、
三
、
一

　
　
（
予
）

五
七
、
三
、
三
〇

可
　
　
決

五
七
、
三
、
三
一

可
　
　
決

五
七
、
二
、
九

五
七
、
三
、
二
四

可
　
　
決

五
七
、
三
、
二
六

可
　
　
決

　
3
3

農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補

給
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

二
、
一
〇
　
　
　
　
三
、
二
六

受
　
　
　
領

三
、
二
六

（
予
）

　
　
　
三
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
三
、
三
一

可
　
　
決

二
、
一
〇

　
　
　
三
、
二
三

可
　
　
決

　
　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

3
4

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課

税
の
適
正
化
に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

二
、
一
〇　
　 　

　
　
　
三
、
二
六

受
　
　
　
領

三
、
二
六

（
予
）

　
　
　
三
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
　
三
、
三
一

可
　
　
決

三
、
一
二

　
　
三
、
二
三

可
　
　
決

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

3
5

住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建

設
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

二
、
一
〇

　
　
　
　
四
、
一
三

受
　
　
　
領

四
、
一
四

　
　
四
、
二
〇

可
　
　
決

　
　
四
、
二
三

可
　
　
決

三
、
一
二
　
　
四
、
九

可
　
　
決

　
　
　
四
、
一
三

可
　
　
決

　
　
五
七
、
四
、
一
四

本
会
議
で
趣

旨
説
明
聴
取

4
７

　

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

先
議

二
、
二
〇

　
　
　
　
四
、
二
八

送
　
　
　
付

二
、
二
〇

　
　
　
四
、
二
七

可
　
　
決

　
　
四
、
二
八

可
　
　
決

二
、
二
〇

（
予
）

　
　
　
五
、
一
四

可
　
　
決

　
　
六
、
一
五

可
　
　
決

5
７

　

土
地
区
画
整
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

三
、
一
二

　
　
　
　
四
、
二
三

受
　
　
　
領

四
、
二
三

（
予
）

　
　
五
、
一
三

可
　
　
決

　
　
　
五
、
一
四

可
　
　
決

三
、
一
二

　
　
四
、
二
一

可
　
　
決

　
　
四
、
二
三

可
　
　
決



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
三
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

８

特
殊
土
じ
ょ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び

振
興
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

建
設
委
員
長

　
（
五
七
、
三
、
二
四
）

五
七
、
三
、
二
五

五
七
、
三
、
二
六

五
七
、
三
、
二
五

　
　
　
（
予
）

五
七
、
三
、
三
〇

可
　
　
決

五
七
、
三
、
三
一

可
　
　
決

五
七
、
三
、
二
六

可
　
　
決

９

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
及

び
小
笠
原
諸
島
復
興
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

建
設
委
員
長

　
　
（
三
、
二
四
）

三
、
二
五　
　
　
　
　

三
、
二
六

三
、
二
五

（
予
）

　
　
三
、
三
〇

可
　
　
決

　
　
　
三
、
三
一

可
　
　
決

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

２
６

住
宅
保
障
法
案

中
村
茂
君

外
　
　
五
　
　
名

　
　
　
（
五
、
一
三
）

五
、
一
四

五
、
一
四

（
予
）

五
七
、
五
、
一
四

継
　
続
　
審
　
査

琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第

二
一
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
　
九
　
内
閣
提
出

三
、
二
六
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
琵
琶
湖
の
自
然
環
境
の
保
全
と
水
質
の
回
復
を
図

り
つ
つ
、
そ
の
水
質
源
の
利
用
と
関
係
住
民
の
福
祉
と
を
併
せ
増
進

す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
琵
琶
湖
総
合
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
、

現
行
法
の
有
効
期
限
（
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
五
十
六
年
度
ま
で
）

内
に
完
了
で
き
な
い
見
込
み
と
な
つ
た
た
め
、
そ
の
有
効
期
限
を
昭

和
六
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
さ
ら
に
十
箇
年
延
長
し
、
事
業



を
実
施
す
る
た
め
の
特
別
措
置
等
を
引
き
つ
づ
き
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参
照

農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
三
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
一
〇
　
内
閣
提
出

三
、
二
六
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
水
田

の
宅
地
化
に
資
す
る
た
め
、
農
地
の
所
有
者
が
そ
の
農
地
を
転
用
し

て
賃
貸
住
宅
の
建
設
等
を
行
う
場
合
、
融
資
機
関
が
資
金
の
融
通
を

す
る
と
き
は
政
府
が
融
資
機
関
と
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
契
約
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
三
か
年
延
長
し
、
昭
和
六
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
案
に
つ
い
て
、
建
設
委
員
会

に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
水
田
の
宅
地
化
に
資
す
る
た
め
、
農
地
の
所
有
者
が
そ

の
農
地
を
転
用
し
て
行
う
賃
貸
住
宅
の
建
設
等
に
要
す
る
資
金
の
融

通
に
つ
い
て
、
政
府
が
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
旨
の
契
約
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
る
期
限
を
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
カ
年
延

長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化

に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

特
定
市
街
化
農
地
の
宅
地
化
を
促
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
施
行
の
要
請
、
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
し
付
け
の
特
例

に
つ
い
て
の
適
用
期
限
を
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
カ
年

延
長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
琵
琶
湖
の
自



然
環
境
の
保
全
と
水
質
の
回
復
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
水
資
源
の
利
用

と
関
係
住
民
の
福
祉
と
を
あ
わ
せ
増
進
す
る
た
め
、
同
法
の
有
効
期

限
を
昭
和
六
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
十
カ
年
延
長
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
同
法
に
基
づ
く
治
山
、
砂
防
、
河
川

改
修
等
の
対
策
事
業
を
な
お
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
有
効

期
限
を
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
五
カ
年
延
長
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
及
び
小
笠
原
諸
島
復
興

特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

は
、
奄
美
群
島
の
港
湾
及
び
漁
港
の
水
域
施
設
及
び
外
郭
施
設
の
整

備
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
つ
い
て
、
そ
の
有
効
期
限
を

昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
二
カ
年
延
長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
衆
議
院
提
出
二
法
案
及
び
内
閣
提
出

三
法
案
を
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
議
題
と
し
、
特
殊
土
壌
地
帯
対
策
事

業
の
充
実
強
化
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
有
効
期
限
の

延
長
、
琵
琶
湖
の
水
質
回
復
対
策
、
宅
地
需
給
と
法
律
の
効
果
等
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
ま

す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
順
次
、
討
論
、
採
決
に
入
り
ま
し
た
が
、
農
地

所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
、
特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
及
び
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
及
び
小
笠
原
諸
島
復
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
い
ず
れ
も
討
論
な
く
、
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化

に
伴
う
宅
地
化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
茜
ヶ
久
保
重
光
君
及
び

日
本
共
産
党
上
田
耕
一
郎
君
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
反
対
す
る
旨
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
は
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
上
田
耕
一
郎

君
よ
り
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、
多
数
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
法
案
に
対
し
五
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま



し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正
化
に
伴
う
宅
地

化
促
進
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
四
号
）

（
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
一
〇
　
内
閣
提
出

三
、
二
六
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
特
定
市
街
化
区
域
農
地
の
宅
地
化
を
促
進
す
る
た

め
、
農
地
所
有
者
が
市
に
対
し
て
行
う
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

の
要
請
及
び
住
宅
金
融
公
庫
が
農
地
を
転
用
し
て
賃
貸
若
し
く
は
譲

渡
す
る
住
宅
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
者
等
に
対
し
て
貸
し
付
け
る
資

金
の
利
率
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
の
適
用
期
限
を
三
か
年
延
長
し
て
、

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参
照

住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
五
号
）
（
衆
議
院
送
付
）

五
七
、
　
二
、
一
〇　

　
内
閣
提
出

三
、
一
二
　
衆
本
会
議
趣
旨
説
明

四
、
一
三
　
衆
可
決

四
、
一
四
　
参
本
会
議
趣
旨
説
明

四
、
二
三
　
参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等

促
進
法
に
基
づ
く
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
付
制
度
の
改
正
等
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
宅
地
造
成
資
金
貸
付
け
の
対
象
事
業
の
拡
大

　
　
宅
地
造
成
資
金
の
貸
付
け
対
象
事
業
に
借
地
方
式
に
よ
る
宅
地

　
造
成
事
業
及
び
一
般
の
土
地
区
画
整
理
事
業
等
を
追
加
す
る
こ
と



　
と
す
る
。

二
、
簡
易
耐
火
構
造
の
住
宅
の
範
囲
の
拡
大

　
　
一
定
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
構
造
の
住
宅
を
簡
易
耐
火
構
造
の

　
住
宅
に
位
置
づ
け
、
当
該
住
宅
に
係
る
貸
付
金
の
限
度
及
び
償
還

　
期
間
に
つ
い
て
、
貸
付
条
件
の
改
善
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

三
、
土
地
担
保
賃
貸
住
宅
資
金
貸
付
け
の
要
件
の
緩
和

　
　
土
地
担
保
賃
貸
住
宅
資
金
貸
付
け
に
つ
い
て
、
対
象
建
築
物
の

　
階
数
要
件
（
現
行
三
階
以
上
）
を
緩
和
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
一
定
規
模
の
個
人
住
宅
に
係
る
貸
付
金
の
利
率
の
特
例

　
　
個
人
住
宅
資
金
貸
付
け
の
貸
付
金
に
つ
い
て
、
住
宅
の
規
模
に

　
応
じ
て
異
な
つ
た
利
率
で
貸
し
付
け
る
規
模
別
貸
付
制
度
を
設
け

　
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
個
人
住
宅
資
金
貸
付
け
等
に
係
る
段
階
金
利
制
の
導
入

　
　
個
人
住
宅
資
金
貸
付
け
及
び
賃
貸
住
宅
資
金
貸
付
け
の
貸
付
金

　
に
つ
い
て
、
貸
付
け
後
十
一
年
目
以
降
に
お
い
て
は
、
貸
付
け
当

　
初
十
年
間
の
利
率
の
上
限
と
は
異
な
る
利
率
（
七
・
五
パ
ー
セ
ン

　
ト
）
を
上
限
と
す
る
段
階
金
利
制
を
導
入
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
、
所
得
が
低
額
で
あ
る
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い

　
て
は
、
貸
付
け
後
十
一
年
目
以
降
も
当
初
の
利
率
と
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
既
存
住
宅
資
金
貸
付
け
に
係
る
貸
付
金
の
貸
付
条
件
の
法
定
化

　
　
現
在
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
既
存
住
宅
資
金
貸
付

　
け
に
つ
い
て
の
貸
付
条
件
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
の
預
金
者
に
対
す
る
貸
付
金
の
貸
付
条
件

　
の
改
善

　
　
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
の
預
金
者
に
対
す
る
貸
付
け
に
つ
い
て
、

　
通
常
貸
付
分
と
割
増
貸
付
分
と
を
分
離
し
て
貸
付
金
の
利
率
を
定

　
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
居
住
す
る
た
め
施
設
建
築
物
内
の
住
宅
を

　
購
入
す
る
場
合
を
貸
付
対
象
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

八
、
住
宅
金
融
公
庫
住
宅
宅
地
債
券
制
度
の
創
設

　
　
住
宅
又
は
宅
地
の
計
画
的
な
取
得
の
促
進
を
図
る
た
め
、
現

　
行
の
住
宅
金
融
公
庫
宅
地
債
券
制
度
に
代
え
て
、
新
た
に
住
宅
金

　
融
公
庫
住
宅
宅
地
債
券
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
債
券
積
立
者

　
に
対
す
る
割
増
貸
付
け
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

九
、
家
賃
限
度
額
に
係
る
規
定
の
整
備

　
　
公
庫
融
資
に
係
る
賃
貸
住
宅
の
家
賃
限
度
額
を
算
定
す
る
に
当

　
た
り
、
著
し
い
建
築
物
価
の
変
動
等
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
参

　
酌
す
べ
き
費
用
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

十
、
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
損
失
に
係
る
補
填
措
置

　
　
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
特



別
損
失
に
つ
い
て
、
後
年
度
に
国
が
交
付
金
を
交
付
し
て
補
填
す

る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防

寒
住
宅
建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　
本
法
律
案
は
、
住
宅
金
融
公
庫
法
等
に
基
づ
く
貸
付
制
度
等
に
つ

い
て
、
宅
地
造
成
資
金
の
貸
付
対
象
を
借
地
方
式
に
よ
る
宅
地
造
成

事
業
等
に
も
拡
大
す
る
こ
と
、
土
地
担
保
賃
貸
住
宅
貸
し
付
け
に
つ

い
て
三
階
以
上
と
さ
れ
て
い
る
建
物
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
、
個

人
住
宅
貸
し
付
け
に
つ
い
て
住
宅
の
規
模
別
に
異
な
っ
た
金
利
で
貸

し
付
け
を
行
う
こ
と
、
個
人
住
宅
及
び
賃
貸
住
宅
貸
し
付
け
に
つ
い

て
、
貸
し
付
け
後
十
一
年
目
以
降
、
段
階
金
利
制
を
導
入
す
る
こ
と
、

既
存
住
宅
貸
し
付
け
の
貸
付
条
件
を
法
定
化
す
る
こ
と
、
公
庫
融
資

に
係
る
賃
貸
住
宅
の
家
賃
限
度
額
改
定
の
場
合
の
参
酌
規
定
を
設
け

る
こ
と
等
、
所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
宅
建
設
五
カ
年
計
画
と
そ
の
進
捗

状
況
、
規
模
別
金
利
及
び
段
階
金
利
制
に
よ
る
利
用
者
の
負
担
増
と

財
政
の
節
減
の
見
通
し
、
国
内
産
木
材
の
有
効
利
用
、
中
古
住
宅
貸

し
付
け
の
拡
充
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
の
賃
貸
住
宅
の
家
賃
改
定
と

家
賃
限
度
額
の
変
更
規
定
の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
、
政
府
及
び
参
考

人
に
対
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲

り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
松
本

委
員
よ
り
、
規
模
別
金
利
及
び
段
階
金
利
制
度
の
規
定
を
削
除
す
る

こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
続
い
て
討
論
に
入
り
、

日
本
社
会
党
を
代
表
し
て
片
山
委
員
よ
り
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に

賛
成
、
自
由
民
主
党
・
自
由
国
民
会
議
を
代
表
し
て
谷
川
理
事
よ
り

原
案
に
賛
成
、
修
正
案
に
反
対
、
公
明
党
・
国
民
会
議
を
代
表
し
て

原
田
委
員
よ
り
原
案
に
反
対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
上
田
委
員

よ
り
原
案
に
反
対
、
修
正
案
に
賛
成
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
討
論
を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
本

法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
坂
野
理
事
よ
り
七
項
目
に
わ
た
る
各
会
派
共
同
提
案
の
附

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
本
委
員
会
の
決
議
と

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
七
号
）

（
先
議
）

五
七
、
　
二
、
二
〇
　　

内
閣
提
出

四
、
二
八
　
参
可
決

六
、
一
五
　
衆
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
治
山
治
水
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て

国
土
の
保
全
と
開
発
を
図
る
た
め
、
現
行
第
五
次
五
箇
年
計
画
（
昭

和
五
十
二
年
度
～
五
十
六
年
度
）
に
引
き
続
き
、
新
た
に
昭
和
五
十

七
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
六
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
及
び
治
水

事
業
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過

と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
治
山
治
水
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て

国
土
の
保
全
と
開
発
を
図
る
た
め
、
新
た
に
昭
和
五
十
七
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
六
次
の
治
山
事
業
五
カ
年
計
画
及
び
治
水
事
業
五
カ

年
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
源
問
題
、
五
カ
年
計
画
の
整
備
目

標
と
そ
の
達
成
見
通
し
、
中
小
河
川
の
整
備
と
都
市
河
川
対
策
、
災

害
危
険
個
所
対
策
、
水
資
源
開
発
と
ダ
ム
対
策
、
林
野
事
業
の
現
状

等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
譲

り
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
、
別
に
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案

は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
七
号
）
（
衆

議
院
送
付
）

五
七
、
　
三
、
一
二
　
内
閣
提
出

四
、
二
三
　
衆
可
決

五
、
一
四
　
参
可
決



要
旨　

本
法
律
案
は
、
市
街
地
に
お
け
る
都
市
基
盤
施
設
整
備
の
立
ち
遅

れ
、
住
宅
地
供
給
の
停
滞
等
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
円
滑
な
施
行
を
確
保
し
つ
つ
、
そ
の
一
層
の
促
進
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
は
、
住
宅
の
用
に
供
す
る
宅
地
の
造
成
と

　
一
体
的
に
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
し
な
け
れ
ば
当
該
宅
地
を

　
居
住
環
境
の
良
好
な
集
団
住
宅
の
用
に
供
す
る
宅
地
と
し
て
造
成

　
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業

　
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

二
、
建
設
大
臣
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑
な
施
行
が
進
め
ら

　
れ
る
よ
う
、
当
該
事
業
に
関
す
る
専
門
的
知
識
の
維
持
向
上
に
努

　
め
る
も
の
と
し
、
換
地
計
画
に
関
す
る
専
門
的
技
術
を
有
す
る
者

　
の
養
成
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
技
術
検
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

　
る
も
の
と
す
る
。

三
、
賦
課
金
、
清
算
金
等
に
係
る
督
促
手
数
料
に
関
す
る
規
定
の
整

　
備
等
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。

委
員
長
報
告

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
土
地
区
画
整
理
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過

並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
案
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地

方
住
宅
供
給
公
社
を
施
行
者
に
加
え
る
と
と
も
に
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
計
画
に
関
し
専
門
的
技
術
を
有
す
る
者
の
養
成
確
保
等

を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
効
用
増
が
周

辺
地
価
に
及
ぼ
す
影
響
、
事
業
施
行
地
区
の
市
街
化
促
進
、
技
術
検

定
の
趣
旨
及
び
内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

詳
細
は
会
議
録
に
譲
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の

結
果
、
本
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
坂
野
理
事
よ
り
五
項
目
に
わ
た
る
各
会
派
共
同
提
案
の
附

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
本
委
員
会
の
決
議
と

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
衆
第
八
号
）
（
衆
議
院
提
出
）

五
七
、
　
三
、
二
四
　
衆
建
設
委
員
長
提
出

三
、
二
六
　
衆
可
決

三
、
三
一
　　

参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措

置
法
に
基
づ
く
、
治
山
、
砂
防
、
河
川
改
修
、
道
路
防
災
、
農
地
防

災
、
土
地
改
良
等
の
対
策
事
業
を
、
な
お
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、

同
法
の
有
効
期
限
を
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
五
年
間

延
長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参
照

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
及
び
小
笠
原
諸
島
復
興
特
別
措
置
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
九
号
）

（
衆
議
院
提
出
）

五
七
、
　
三
、
二
四
　
衆
建
設
委
員
長
提
出

三
、
二
六
　
衆
可
決

三
、
三
一
　
参
可
決

要
旨　

本
法
律
案
は
、
奄
美
群
島
の
港
湾
及
び
漁
港
の
水
域
施
設
及
び
外

郭
施
設
の
整
備
に
対
す
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
つ
い
て
、
そ
の

有
効
期
間
を
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
、
二
箇
年
間
延
長
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
農
地
所
有
者
等
賃
貸
住
宅
建
設
融
資
利
子
補
給
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報
告
参
照




